























































ている全国の整形外科医の総数は 146 名である。その内，14 名は和歌山で登録されている
8）
。














































































長・看護副部長，橋本市民病院看護部長を経て，2016 年 4 月より和医大附属病院看護部長を務
められている。
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9）	 	　1986（昭和 61）年 8月より着任された第 4代玉置哲也教授は千葉大医学部時代の 1972（昭和 47）年，世
界に先がけて脊髄機能モニタリング法を実用化し，脊椎・脊髄外科手術をより安全に実施することに貢献し
た。更に，嶋良宗教授が開発し臨床応用した焼成骨の研究を引き継ぎ，その手術成績を国内外に紹介すると
ともに，脊椎固定術に応用するための基礎研究を行った。同教授は，教授退任後の平成 15 年（2003 年）か














































































































































































































	 （2016 年 10 月 19 日角谷氏へのインタビュー記録より抜粋）
（2）和田記代子氏
和田記代子氏は，大阪府堺市看護学校卒業後，和医大附属病院に奉職，同病院副看護師長を





























































ですよね。でも，80 しかない時に，残りの 20 をどうやってカバーするかとなった時に，80 に
















































































	 （2016 年 10 月 31 日和田氏へのインタビュー記録より抜粋）
（3）西山涼子氏
西山涼子氏は，和歌山県立高等看護学院を卒業後，和医大附属病院に奉職，同病院副看護師








































































































































































































































































	 （2016 年 10 月 5 日西山氏へのインタビュー記録より抜粋）
（4）村上由里子氏





















































































































































































































































































































































































和歌山県立医科大学，2016，同大学ホームページ，（2016 年 11 月 18 日取得，http://www.wakayama-
med.ac.jp/）。
和歌山県立医科大学整形外科教室，2016，同教室ホームページ，（2016 年 11 月 18 日取得，http://www.
wakayama-med-ortho.jp/）。






Role of Supporting Staff in Team Medical Care: 
Learning from the Case of a Certain Department of Wakayama Medical University
Akira ODA, Kanako KOTAKA
Abstract
Wakayama Medical University is a Japanese local public medical institution, but its 
orthopedic surgery department now attracts many patients and even doctors from every 
corner of Japan and even from many other parts of the world. This is because of the great 
contributions and advances achieved by Dr. Munehito Yoshida, former professor of 
Wakayama Medical University and president of its affiliated hospital. This article attempts 
to describe and record how his supporting staff played their role in his team medical care 
with a “clinical knowledge and mind.”
